
藻類 Jpn.J. Phycol. (Sorui) 52: 157・159，Nov. 10，2004 157 

寺脇利信1・新井章吾2: 17.神奈川県横須賀市芦名地先の離岸堤

はじめに

本シリーズでは，三浦半島に関して，相模湾に面する西岸

の横須賀市秋谷・尾ヶ島地先の岩礁底(寺脇・新井2000a)お

よび小田和湾地先の砂泥底(寺脇・新井2003)の，藻場の景

観模式図を掲載した。これらは，自然の海底に形成されてい

る藻場である。今回は，前報と同じ海域と言える小田和湾の

湾口部に位置する横須賀市芦名地先に設置された離岸堤につ

いて，岩礁性藻場をつくる海藻類の着生基質と見なして，観

察する機会を得たので報告する。

本シリーズも，足掛け6年目となり，ここまで連載を継続

できたことについて，様々な側面から支えて下さった方々に

感謝したい。藻場の景観模式図を描く方法も，ある程度の類

型化に基づく考え方で，ぼんやりとではあるが，整理されて

きている。すなわち，海藻群落の相観に関する理解を深め，

棺観に基づく層 (Stratum)を認識し，標本を抽出した後に，

取得したデータ(新井 1997)を採用して，図化するという

方法である。

なお，本シリーズで用いているデータ類は，取得した年代

を見ても分かるとおり，筆者ら自身の，海底の実態把握およ

び藻場の景観模式図の作成に向けての，見解を形づくる過程

のものも含まれている。観察に基づく相観の理解は，初めて

訪れた現地において，データを取得する際の作業仮説にも相

当する。現地海底の実態把握に迫るにあたり，藻場の景観模

式図などによる整理の次のステップとして，繰り返し数の満

たされた取得データに関して行なわれる統計的な処理は，一

層，有意義であると考えている。

今後は，本連載を通じて個々の地先についての情報発信を

続けるとともに，別の機会等を模索して複数の景観模式図を

比較しての考察など深め，公表したいと考えている。

17.神奈川県横須賀市芦名地先の離岸堤

現地の概要と方法

本州太平洋岸の中部・神奈川県三浦半島の西岸に位置する

小田和湾湾口部・笠島における北面の岩礁底では，潮間帯か

ら低潮線付近にヒジキ Sargassumfusiforme (Harvey) 

Setchell，イソモク S.hemiphyl1UJlJ (Turner) C. Agardh，ア

カモク S.horneri (Turner) C. Agardhなどのホンダワラ類

が，低潮線付近から水深 1""'2m~こ暖海性コンブ類のアラメ

Eisenia bicyclis (Kjellman) Setchellが，水深3""'4mfこ

アラメとカジメ Eckloniacava Kjellman in Kjellman et 

Petersenが混生し，そして， 5m以深にカジメが優占する垂直

分布を示して生育する(電中研 1988)。小田和湾の砂泥底で
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図 l神奈川県三浦半島・芦名地先の離岸堤の概略位置
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図2神奈川県三浦半島・芦名地先の離岸堤における藻場の景観模式図(1993年 11月)

は，湾奥部で潮間帯から水深2m1こかけてコアマモ Zostera

japonica Aschers et GraebnおよびアマモZ.marina Linnaeus 

が，一方，湾口部で水深 1mから 6m1こアマモおよびタチア

マモ Z. caulescens Mikiが生育する，垂直分布を示してい

る(寺脇・新井2003)。

1993年11月26日に， SCUBA潜水により，芦名地先の水深3

~4m1こ設置されている離岸堤全体を，広く観察した(図 1 )。

次に，波浪の低減による静穏化に係わる条件を重視し，離岸

堤の沖側(西面)と岸側(東面)の両面を調査した。沖側(西

面)ではホンダワラ~ fulvellum (Turner) C. Agardhがみ

られる水深0.5mから，岸側(東面)ではホンダワラがみら

れずアラメがみられる水深0.9mから，離岸堤を構成する消

波ブロックが砂泥底に接する水深まで，海藻類の被度を計測

した。

結果

沖側(西面) (図2の左側)

水深0.5-1. Om :ホンダワラが被度 10%で優占し，アラ

メがわずかに混生した。

水深1.0-1.3m:アラメが被度60%で優占し，カジメが被

度5%で混生した。

水深1.3-2.1 m:カジメが被度40%で優占し，アラメが被

度30%で混生した。

水深2.1-3.2m:カジメが被度50%で優占し，ヨレモクモ

ドキ S.yamamotoi Yoshidaが被度5%で混生した。

水深3.2-4.4m:消波ブロックおよび砂泥底上の石で，カ

ジメが被度50%で優占し，ヨレモクモドキがわずかに混生し

た。

岸側(東面)(図 2の右側)

水深0.9-1. 5 m :アラメが被度90%で優占し，ヨレモク

モドキがわずかに混生した。

水深1.5-2.1 m:アラメが被度60%で優占し，カジメおよ

びヨレモクモドキがそれぞれ被度5%で混生した。

水深2.1-3.0m:カジメが被度40%で優占し，アラメが被

度5%で混生した。

まとめ

1993年 11月26日，神奈川県三浦半島西岸の小田和湾湾口

部の横須賀市芦名地先・水深 3~4m1こ設置されている離岸

堤において，沖側(西面)では水深0.5mからホンダワラ，ア

ラメそしてカジメが優占し，岸側(東面)では水深0.9mか

らアラメおよびカジメが優占した。

注目点

三浦半島西岸の小田和湾湾口部の芦名地先の離岸堤では，

沖仮1](西面)でホンダワラ，アラメそして，カジメが優占し，岸



カジメ

水深10m

図3水深 10mの水中洞穴周辺でのカジメの生育に及ぼす光量の影

響についての検討(寺脇 1990)

側 (東商)ではアラメおよびカジメが優占した。これらは， 小

田和湾湾口部 ・笠島の岩礁底での，潮間帯から低潮線付近に

かけて ヒジキ，イ ソモク ，アカモク などホンダワラ類が，続

いて低潮線付近でアラメ，さ らにカジメ優占となる垂直分布

(電中研 1988) と基本的に一致していた。ただし，アラメお

よびカジメが比較的浅い水深から優占していることから，笠

島の調査位置よりも波浪の影響が小 さいとみられる。

離岸堤の沖側(西面)では，冬季の北西等からの季節風に

よる海水流動の影響が大きいことにより ，アラメの浅所にお

ける分布がやや制限されホンダワラ類の優占がもたらされ

ていると考え られる。冬季の北西等からの季節風による海水

流動の影響としては，新潟県能生町の瀬の西商でクロメの生

育が冬季の季節風浪により 制限を受けていた状況 (寺脇 ・ ~T

井 2000b) と同質の現象である。 しかし，これら冬季の季節

風浪の影響によるアラメ ・カジメ類の生育の制限状況として

は，太平洋に面する相模湾では，日本海沿岸よりもごく浅所

に限られている。一方，岸側(東面)の浅所においては， ~ 11 

側(西面)に比べて，周年にわたり海水流動の影響が小さく ，

干潮時には沖側(西面)よりも乾燥にもさらされやすいこと

などが加わって，より浅所におけるアラメ等の大型梅藻の生

育が制限されていると考え られる。

三浦半島西岸の水深10mの岩礁底の海中市l穴内部て、は，カ

ジメは，照度が減少するほど全長および生育密度とも減少し，

照度が洞穴外部の約1%以下では認められなかった(図3)。ま

た，水深6mから 20mまで 1年間，アラメ ・カジメ糠体を

選択的に除去すると，ホンダワラ類のヨレモクモドキが，水

深 7~8mで、優占し，水深 12mま でみられる ものの，除去の

中止 2年後に，再び，全水深で、カジメが繁茂し 自然の状態に

戻った(図 4)。この離岸堤では，比較的浅い水深から優占し
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区14カジメを人為的に刈り取 り続けた海底面でのホンダワラ類の

入値に関する現地実験(寺脇 ・新井 2000aを改変)

ているアラメ ・カジメ類に対し，砂面と の境界域にあたる深

所側 (水深 3~4 m)では，波で動かされた砂泥の作用によ

る基質表面の刷新面 (今野 1984)に，人為的にカジメが除去

された尾ヶ島地先(寺脇 ・新井2000a)と同様に，ヨレモクモ

ドキが混生する機会が生じやすくなると考え られる。
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